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保育の振り返り 

 普段の自由遊びの時間子ども達は体を動かして友達と一緒に遊ぶ事を楽しんでいました。（健康な心と体） 
友達を誘い「おにごっこしよや」「こおりおにがいい」などみんなで遊びを決めていました。また、鬼に捕まったらどうするか… 
バリアは何回までにするか…などもみんなででルールを決め遊びを進めていく姿が見られました。（言葉による伝え合い） 
一度子ども達で遊びを進めて行く中でバリアの数が多いと「少なくしよ」「3回にしよ」と保育者を含め気づいたことなどを 
みんなで話したりすることも出来るようになりました。 
自分の好きな遊びから友達と一緒に遊ぶ楽しさを知り集団遊びへとつながりました。 
また、遊びを通して少しずつ文字や数字にも興味を持つようになり、保育室では友達とカルタをして遊ぶ子ども達もいます。 
始めはカルタを見つけて取りたいという気持ちがありましたが、今では読み手にもなってみたいと思うようになり、読む人と 

カルタを取る人に分かれて楽しんでいます。（数量・図形・文字等への関心・感覚） 
 1年間子どもたちと関わる中で出来るようになったことや、一つの遊びでも様々な形へ発展され子どもたちから様々なこと 
を気づかせてもらいました。年長児になってもお友達とたくさん遊んで、遊びを通していろいろなことを経験してほしいと思いました。 
 

ねらい：友達と一緒に遊びを進める楽しさを味わう 


